
 

 

 

 

 

令和４年１２月２日 深谷市立幼稚園 

今年のカレンダーも最後の1枚になり、子どもたちの大

好きなクリスマスがやってきます。各ご家庭では、サンタ

さんへの連絡はおすみでしょうか？冬休みには、季節行事

がたくさん待っていますね。一方、年の瀬で、大人は慌ただしくなるため、自

然と生活リズムが崩れやすく、つい子どもたちの生活も不規則になりやすくな

ります。冬休みを元気に楽しく過ごすために、早寝早起きや規則正しくバラン

スのとれた食事、排便、歯みがきなど、今まで身につけてきた生活リズムが乱

れてしまわないよう、きちんと続けられるサポートをしてあげてください。さ

らに、感染症もより流行する時期になってきます。手洗い・うがいを欠かさ

ず、疲れが残らないようにしっかりとお休みをとりましょう！ 

また、寒くなると身体を動かしにくくなるため、けががとても多くなります。

準備運動やストレッチをする、周りをよく見るなど、工夫をしながら生活・遊ぶ

ことができると素敵ですね。 

元気に冬休みを迎えましょう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寒 台 暖 短 
い日に窓を開

けると、急激に部屋

の温度が低くなるの

で、暖房器具を工夫

しながら換気をしま

しょう。 

時間、窓を全

開にするよりも、一

方向の窓を少しだけ

ずっと開けておくほ

うが室温の変化を抑

えられます。 

所などの換気

扇を使うと、室温を

急激に下げることな

く換気をすることが

できます。 

房器具の近く

の窓を開けると、窓

から入ってくる冷た

い空気がすぐにあた

ためられるのでオス

スメです。 

 カーテンなどの燃えやすいものは、暖房器具から離しましょう（火災予防）！ 

今月のちょっと 

みて・みて！ 

 

１年でもっとも昼が短く、夜が長い冬至には、 

昔ながらの習わしがあります。 

寒い日にお風呂に入ると、幸せな気持ち 

になります。お風呂には、血液の流れを 

よくして体をあたため、筋肉の緊張をほぐ 

す効果があります。また、入浴剤には香りのリラックス

効果もあります。 

冬至には、ゆずを湯ぶねに浮かべる「ゆず湯」の習慣が

あり、体があたたまってかぜをひきにくくなることから、

「冬至に入るとかぜをひかない」と言われています。ゆ

ずで肌荒れをしてしまう場合は、輪切りのゆずを洗面器

に入れておくだけでも、十分リラックスできますよ。 

 

放置する・冷却シートを貼る 

暑さや痛みを感じにくいので、

気づかないうちに皮ふの深部まで

やけどが進行してしまうことも。

赤みがあったり水ぶくれができた

りしているようなら、病院で診て

もらいましょう。 

 暖を取るための道具が、思わぬ

事故を招くかもしれません。手の

届かないところに置く、柵をつけ

る、長時間使用しない、などの対策

をしてあげてください。 


